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５.【事例】専門職等による地域アセスメント 

 

１ 専門職等による地域アセスメント 

 

廿日市市では、地域と日常的にかかわりを持ち、市民主体の地域福祉活動を支援する

行政職員・社会福祉協議会職員（以下「職員」といいます。）などが、地区とのかかわり

を通じて把握している日々の「事実」や「気づき」など、支援の記録を継続して行い、

地域の現状を診断する素材の把握と地域福祉カルテへの整理について、３つの地区で試

行的に実施しています。 

 

【モデル事業の実施状況】※記録シートは次ページを参照 

実施地区 

浅原地区 

（佐伯地域） 

平良地区 

（廿日市地域） 

原地区 

（廿日市地域） 

参加した職員 地域支援員 市民センター職員 

社会福祉協議会 

生活支援ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 

実施内容 

○ 日常業務のなかで市民、地域自治組織、ボランティアグルー

プ、民生委員など地域福祉活動にかかわる市民との対話や行った

支援の内容を記録することを継続した。 

○ ３つの地区の職員が集まる連絡会議を概ね月 1回開催し、記録

シートの点検や改善の検討を行った。 

 

２ モデル事業の効果 

 

市民主体の地域福祉活動を支援する職員は、担当地区内のさまざまな「地域」や、民

生委員、地域自治組織の役員などさまざまな「市民」に対し、日常的に情報提供や相談

対応などの支援を行っています。これらの支援を通じて把握された地域や市民の現状

は、記録することにより、後で総括して整理することができ、地域福祉カルテの内容に

反映することができるようになりました。 

また、職員が行っている地域福祉活動の支援がどのように蓄積されているのか（例え

ば、1 ヶ月前に相談された事業の企画について、今どう進んでいるのか、など）が、記

録として目に見えるようになりました。これらは、職員が行った支援を「見える化」す

る方法としてわかりやすいものです。 

 

３ 今後、期待される展開 

 

今後は、市民主体の地域福祉活動を支援する職員が支援の記録を継続し、地域の現状

が「見える化」されることで、より課題に合わせた一貫した支援や予防的な事業につな

がることが期待されます。また、職員による支援の有効性や改善点など、専門的な支援

の評価もこの記録を通じて行うことも期待できるでしょう。 
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【モデル事業で活用した記録シート】 

  


